
⇒R6年度第１回がん部会で決まったとおり、
スライド２〜５について、検診対象年齢〜69歳以下で
スライド６以降については、検診対象年齢〜全年齢で評価する。

※再掲(R6年度第１回資料)

1



令和６年度東京都がん検診精度管理評価事業調査結果【プロセス指標】
１ プロセス指標の状況（東京都・69歳以下）
・基準値（69歳以下）を満たしていないものは赤字で表示している。
・要精検率、陽性反応適中度、がん発見率は半数のがん種で基準値を満たしているが、
精検受診率で基準値を満たしているのは、胃内視鏡のみとなっている。

資料5-1
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乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん実施年度プロセス指標 内視鏡X線

27.0%25.3%13.4%8.8%13.6%R5年度受診率

7.7%2.9%5.2%1.6%5.8%6.1%R4年度要精検率
6.8%以下2.7%以下6.2%以下2.0%以下7.1%以下7.0%以下基準値

88.1%78.0%62.2%74.3%96.8%64.8%R4年度精検受診率
90%以上90%以上90%以上90%以上90%以上90%以上基準値
2.5%4.5%11.1%3.7%0.6%5.7%R4年度精検未受診率
9.4%17.5%26.7%22.0%2.6%29.5%R4年度精検未把握率

5.1%5.7%2.6%1.4%2.6%0.4%R4年度陽性反応適中度*
4.3%以上5.9%以上2.6%以上1.6%以上1.9%以上1.1%以上基準値

0.39%0.17%0.13%0.02%0.15%0.03%R4年度がん発見率*
0.29%以上0.16%以上0.16%以上0.03%以上0.13%以上0.08%以上基準値

*子宮頸がん検診はCIN3以上の発見率又は陽性反応適中度



２ プロセス指標の分布状況（区市町村・69歳以下）
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精検受診率

乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん
内視鏡X線

382310111413基準値より高い
自治体数

6.8%2.7%6.2%2.0%7.1%7.0%基準値（以下）

213852492640基準値以下の
自治体数

• 乳がんを除き、全体的に基準値を満たしている自治体の割合が高い。
• 肺がん、大腸がん、子宮頸がんについては、四分位範囲の集団が他のがん種に
比べて密集しておりバラつきが少ない。
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乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん
内視鏡X線

2312215309基準値以上の
自治体数

90.0%90.0%90.0%90.0%90.0%90.0%基準値（以上）

35465839543基準値より小さい
自治体数

• 胃がん(内視鏡)については、全体の85％以上が基準値を満たしている。
• 大腸がんについては、集団全体が基準値から大きく離れており、満たしている
自治体の割合は約3%である。
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• 胃がん(内視鏡)及び乳がんについては、集団全体が比較的低い値となっている。
• その他のがん種については、全体的に値が高く、バラつきが比較的大きい傾向
にある。

乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん
内視鏡X線

5552554418420%より大きい
自治体数

3651017100%の
自治体数

乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん
内視鏡X線

4135512510320%より大きい
自治体数

172392925200%の
自治体数

• 他のがん種に比べ、大腸がんが全体的に値が高い傾向にある。
• 精検未把握率のグラフと比べると、全体的に値が低い傾向にあり、未受診率よ
りも未把握率に課題があることがわかる。
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乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん
内視鏡X線

34291814198基準値以上の
自治体数

0.29%0.16%0.16%0.03%0.13%0.08%基準値（以上）

242444462145基準値より低い
自治体数

• 胃がん(X線)・肺がんについては、四分位範囲(全体の75％)が基準値を下
回っている。

• 乳がんについては、全体の半数以上が基準値を満たしている。

乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん
内視鏡X線

32272615198基準値以上の
自治体数

4.3%5.9%2.6%1.6%1.9%1.1%基準値（以上）

263134391644基準値より低い
自治体数

• 胃がん(X線)については、四分位範囲(全体の75％)が基準値を下回ってい
る。

• 胃がん(内視鏡)・乳がんについては、全体の半数以上が基準値を満たし
ている。

0.00%

0.20%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

1.20%

がん発見率

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

がん発見率

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

陽性反応適中度

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

陽性反応適中
度

5



３ プロセス指標の状況（東京都・全年齢）
・がん検診種別ごとに、国指針に示す検診方法に沿った実施分について集計、太字が最新値
・精検受診率＋精検未受診率＋精検未把握率 ＝ 100%
・受診率は令和４年度、精検受診率は令和３年度と比較して改善した最新値を赤枠で表示
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乳がん子宮頸がん大腸がん肺がん胃がん実施年度プロセス指標 内視鏡X線（降順）
21.7%21.5%21.4%12.1%12.3%R5年度

受診率 21.9%21.6%21.8%11.9%12.3%R4年度
20.9%21.0%22.3%12.7%11.4%R3年度
7.4%2.7%6.9%2.2%6.8%7.0%R4年度

要精検率 7.7%2.4%7.2%2.2%7.0%7.5%R3年度
7.9%2.7%7.8%2.4%8.0%7.8%R2年度
88.7%78.1%58.9%74.6%96.8%69.8%R4年度

精検受診率 88.0%76.4%58.4%72.1%90.3%71.6%R3年度
87.1%76.6%57.5%69.3%83.7%71.8%R2年度
2.4%4.6%15.5%4.5%0.7%5.9%R4年度

精検未受診率 1.9%4.1%16.3%4.5%0.7%6.2%R3年度
2.1%4.0%17.1%4.9%0.6%7.1%R2年度
9.0%17.4%25.6%20.9%2.5%24.4%R4年度

精検未把握率 10.1%19.5%25.3%23.4%8.9%22.2%R3年度
10.8%19.4%25.4%25.8%15.7%21.1%R2年度
6.2%1.1%3.3%2.3%3.8%1.1%R4年度

陽性反応適中度 5.4%0.9%3.3%2.2%3.9%1.3%R3年度
5.0%0.8%3.0%1.9%4.2%1.3%R2年度
0.46%0.03%0.23%0.05%0.26%0.07%R4年度

がん発見率 0.42%0.02%0.24%0.05%0.28%0.10%R3年度
0.39%0.02%0.24%0.04%0.34%0.10%R2年度



４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

※胃部Ｘ線検査・胃内視鏡検査は
「胃がん検診」として表示

• 胃がん検診は上昇傾向、肺がん検診は横ばいで推移している。
• 胃・肺がん検診以外の受診率は令和４年度と比較して令和５年度で若干減少したが、
長期的にみると大腸がん検診の受診率は横ばい、子宮頸・乳がん検診の受診率は上昇傾向
で推移している。

※
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R1 R2 R3 R4 R5
胃がん 10.2% 11.4% 11.4% 12.3% 12.3%
肺がん 10.6% 11.9% 12.7% 11.9% 12.1%
大腸がん 21.0% 21.8% 22.3% 21.8% 21.4%
子宮頸がん 18.6% 20.3% 21.0% 21.6% 21.5%
乳がん 20.6% 20.8% 20.9% 21.9% 21.7%
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※令和２年度から受診率算出に使用する対象人口率
（５年に一度改定）を変更しているため、令和元年
度と令和２年度以降とでは一概に比較ができない。

(１) 受診率
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

H30 R1 R2 R3 R4
胃X線 10.0% 9.3% 7.8% 7.5% 7.0%
胃内視鏡 7.0% 7.7% 8.0% 7.0% 6.8%
肺がん 2.5% 2.4% 2.4% 2.2% 2.2%
大腸がん 7.8% 7.9% 7.8% 7.2% 6.9%
子宮頸がん 2.5% 2.5% 2.7% 2.4% 2.7%
乳がん 8.4% 7.8% 7.9% 7.7% 7.4%

0%
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要
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検
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基準値
（全年齢）

7.6%以下

7.7%以下

2.3%以下

2.5%以下

6.8%以下

6.4%以下

(２) 要精検率

• 今回から評価指標を許容値から基準値（「がん検診事業のあり方について 令和6年7月 がん検診のあ
り方に関する検討会」より）としている。

• 令和４年度は胃X線・胃内視鏡・肺がん検診の要精検率は基準値以下となったが、大腸・子宮頸・乳がん
検診は基準値を上回っている。

• 肺・子宮頸がん検診の要精検率は概ね横ばいで推移している。



(３) 検診方法別受診者割合
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・集団検診よりも個別検診の受診者割合が大きい。
・胃内視鏡検査受診者割合の増加に伴い、胃がん検診における個別検診の受診者割合が増加している。
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）



• 要精検者数は個別検診(49%)と比べて
集団検診(51%)の方がやや多い。

• 集団個別計・個別検診では令和元年度に
精検未受診率と精検未把握率が上昇、
精検受診率は低下し、その後は横ばいで推移し
ていたが、令和４年度に精検未把握率が増加

• 集団検診の数値は概ね横ばいで推移している。

令和４年度要精検者数 6,644人 (100%)

令和４年度要精検者数 3,416人 (51%) 令和４年度要精検者数 3,228人 (49%)
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(４) 精検受診率・精検未受診率・精検未把握率 胃がん検診（X線検査）

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 21.4% 22.9% 20.6% 21.8% 21.6%
精検未受診率 3.0% 3.6% 4.8% 3.8% 3.1%
精検受診率 75.5% 73.6% 74.6% 74.3% 75.3%
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H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 16.6% 21.7% 21.8% 22.8% 27.4%
精検未受診率 6.6% 10.9% 9.6% 9.4% 8.8%
精検受診率 76.9% 67.3% 68.6% 67.8% 63.9%
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 19.6% 22.4% 21.1% 22.2% 24.4%
精検未受診率 4.4% 6.3% 7.1% 6.2% 5.9%
精検受診率 76.0% 71.2% 71.8% 71.6% 69.8%
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令和４年度要精検者数 7,854人 (100%)

令和４年度要精検者数 189人 (２%) 令和４年度要精検者数 7,665人 (98%)

• 胃内視鏡検査の要精検者数の大部分
(全体の98％)は個別検診で占められるため、
個別検診の傾向が集団個別計に大きく反映される。

• 集団個別計・個別検診ともに令和元年度から
令和２年度にかけて精検未把握率が上昇したが
令和３・４年度には精検未把握率が低下した。
これに伴い令和３・４年度の精検受診率が上昇した。

• 集団検診の精検受診率は90%以上で推移している。
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(５) 精検受診率・精検未受診率・精検未把握率 胃がん検診（内視鏡検査）

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 1.5% 6.5% 0.0% 2.8% 3.2%
精検未受診率 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0%
精検受診率 98.5% 93.5% 100.0% 95.8% 96.8%
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 5.7% 9.4% 15.7% 8.9% 2.5%
精検未受診率 0.7% 0.8% 0.6% 0.7% 0.7%
精検受診率 93.7% 89.8% 83.7% 90.3% 96.8%
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精検未把握率 5.7% 9.4% 15.8% 9.0% 2.5%
精検未受診率 0.7% 0.8% 0.6% 0.7% 0.7%
精検受診率 93.6% 89.8% 83.5% 90.3% 96.8%
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(６) 精検受診率・精検未受診率・精検未把握率 肺がん検診

• 肺がん検診の要精検者数の大部分
(全体の87％)は個別検診で占められるため、
個別検診の傾向が集団個別計に大きく反映される。

• 集団個別計・個別検診ともに平成30年度から
令和元年度にかけて精検未把握率が上昇し、
精検受診率が低下したが、令和４年度にかけて
精検未把握率は改善、精検受診率は上昇している。

• 集団検診の精検受診率は概ね80%以上で推移している。

令和４年度要精検者数 1,480人 (13%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 10.8% 15.9% 11.4% 12.4% 12.8%
精検未受診率 3.0% 3.2% 5.0% 3.5% 3.0%
精検受診率 86.2% 80.9% 83.6% 84.1% 84.3%
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

令和４年度要精検者数 9,828人 (87%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 33.7% 36.2% 27.4% 25.2% 22.1%
精検未受診率 2.8% 3.6% 4.9% 4.7% 4.8%
精検受診率 63.4% 60.2% 67.7% 70.1% 73.1%
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令和４年度要精検者数 11,308人 (100%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 30.4% 33.3% 25.8% 23.4% 20.9%
精検未受診率 2.9% 3.6% 4.9% 4.5% 4.5%
精検受診率 66.7% 63.2% 69.3% 72.1% 74.6%
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(７) 精検受診率・精検未受診率・精検未把握率 大腸がん検診

• 大腸がん検診の要精検者数の大部分
(全体の93％)は個別検診で占められるため、
個別検診の傾向が集団個別計に大きく反映される。

• 集団個別計・個別検診ともに精検未把握率は
緩やかに低下、精検受診率は緩やかに
上昇しており、令和４年度の精検受診率は
過去５年間の中で最も良好な数値であった。

• 精検未受診率は上昇傾向が続いていたが、
令和３年度からわずかに低下傾向にある。

令和４年度要精検者数 68,270人 (100%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 28.7% 27.5% 25.4% 25.3% 25.6%
精検未受診率 14.1% 15.8% 17.1% 16.3% 15.5%
精検受診率 57.2% 56.7% 57.5% 58.4% 58.9%
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令和４年度要精検者数 5,101人 (７%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 28.1% 20.3% 19.1% 21.7% 20.6%
精検未受診率 5.2% 7.7% 8.1% 6.4% 6.4%
精検受診率 66.7% 72.0% 72.8% 71.9% 73.0%
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

令和４年度要精検者数 63,169人 (93%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 28.7% 28.2% 25.9% 25.6% 26.0%
精検未受診率 15.1% 16.5% 17.8% 17.1% 16.2%
精検受診率 56.2% 55.2% 56.4% 57.3% 57.7%
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(８) 精検受診率・精検未受診率・精検未把握率 子宮頸がん検診

• 子宮頸がん検診の要精検者数の大部分
(全体の98％)は個別検診で占められるため、
個別検診の傾向が集団個別計に大きく反映される。

• 集団個別計・個別検診ともに令和元年度から
令和２年度、令和３年度から令和４年度にかけて精
検未把握率が低下し、精検受診率が上昇した。

• 集団検診は令和３年度から令和４年度にかけて精検
未把握率が低下し、精検受診率が上昇した。

４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

令和４年度要精検者数 10,267人 (98%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 23.8% 25.8% 19.3% 19.4% 17.3%
精検未受診率 3.8% 4.2% 4.0% 4.1% 4.5%
精検受診率 72.4% 70.0% 76.7% 76.5% 78.1%
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令和４年度要精検者数 10,518人 (100%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 23.9% 25.7% 19.4% 19.5% 17.4%
精検未受診率 3.7% 4.1% 4.0% 4.1% 4.6%
精検受診率 72.4% 70.1% 76.6% 76.4% 78.1%
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令和４年度要精検者数 251人 (２%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 27.7% 21.9% 23.0% 20.1% 18.7%
精検未受診率 1.5% 2.1% 2.0% 5.2% 4.8%
精検受診率 70.8% 76.0% 75.1% 74.7% 76.5%
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(９) 精検受診率・精検未受診率・精検未把握率 乳がん検診

• 乳がん検診の要精検者数の大部分
(全体の87％)は個別検診で占められるため、
個別検診の傾向が集団個別計に大きく反映される。

• 集団個別計・個別検診は精検未把握率が
経年的に低下、精検受診率は経年的に上昇し、
令和４年度は過去５年間の中で最も良好な数値で
あった。

• 集団検診の精検受診率は90%前後で推移している。

令和４年度要精検者数 2,668人 (13%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 7.6% 9.8% 8.6% 6.7% 7.3%
精検未受診率 0.9% 2.6% 1.6% 1.5% 1.6%
精検受診率 91.5% 87.6% 89.7% 91.8% 91.1%
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４ 過去５か年推移（東京都・全年齢）

令和４年度要精検者数 17,294人 (87%)

H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 13.8% 12.5% 11.1% 10.6% 9.2%
精検未受診率 2.3% 2.9% 2.2% 1.9% 2.5%
精検受診率 83.9% 84.6% 86.7% 87.4% 88.3%
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H30 R1 R2 R3 R4
精検未把握率 13.0% 12.1% 10.8% 10.1% 9.0%
精検未受診率 2.1% 2.9% 2.1% 1.9% 2.4%
精検受診率 84.9% 85.0% 87.1% 88.0% 88.7%
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令和４年度要精検者数 19,962人 (100%)
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